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（１）実施状況 

①運行期間 

 2020 年 10 月 12 日〜2021 年 1 月 11 日 

 毎週月曜 9:30〜12:00 

2020 年 10 月／3 回 2020 年 11 月 ／5 回 2020 年 12 月 ／3 回 2021 年 1 月 ／1 回 

 

 

②地域住民との調整 

●GSM 代表者会議 

【出席者】 

河内長野市、河内長野市社会福祉協議会、地域住民 

【内 容】 

下記３チームと河内長野市、社会福祉協議会の担当者で、GSM の運営に関する方針等を議論し検討・取り

まとめを行うための会議。緊急事態宣言解除後より、月に一回程度開催した。 

 

日時 会議名 内容 

2020/6/12 第 10 回代表者会議 １. 運行自粛時の状況について（各自自由意見） 

２. 市役所より情報提供 

３. クルクル運行再開に向けて各チームより 

2020/6/26 第 11 回代表者会議 １. 市より情報提供（前回の課題事項について） 

２. 再開に向けた活動 

①広報チーム 

②拠点について 

③今後の予定 

2020/7/10 第 12 回代表者会議 １. 市より報告 

２. 各チームの状況と課題について 

３. 再開に向けた活動 

①拠点について 

②コロナ感染防止策について 

③今後の予定 
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2020/7/29 第 13 回代表者会議 １. 市より報告 

２. 意見交換 

2020/8/7 第 14 回代表者会議 １. 市より報告 

２. 意見交換 

2020/8/28 第 15 回代表者会議 １. 市より報告 

２. 意見交換 

2020/9/25 第 16 回代表者会議 １. 再開までのスケジュール 

２. 意見交換 

2020/10/6 第 17 回代表者会議 １. シュミレーション走行の報告 

２. 意見交換 

2020/10/30 第 18 回代表者会議 １. 市からの報告 

２. 各チームより今月の活動について 

３. 意見交換 

2020/11/20 第 19 回代表者会議 １. 市からの報告 

２. 各チームより今月の活動について 

３. 意見交換 

2020/12/18 第 20 回代表者会議 １. 市からの報告 自動運転について 

２. 各チームより今月の活動について 

３. 意見交換 

2021/1/15 第 21 回代表者会議 １. 市からの報告 

２. 緊急事態宣言期間中のクルクル運行について 

３. 自動運転実証実験の準備状況について 

2021/2/5 第 22 回代表者会議 １. 市からの報告 

２. クルクル運行再開時の準備について 

３. スタッフ募集について 

 

●GSM 運行チーム会議（2021 年 2 月現在 地域住民ボランティア 37 名） 

【出席者】 

河内長野市社会福祉協議会、地域住民 

【内 容】 

実際の運行上の課題の洗い出し、解決策や運行ルールを検討し、実践していくための会議。GSM の運転を担

当する「運転手」と乗車中のタブレットの操作、利用者を迎えにいくルートの検討、利用者の乗降りの補助等を担

当する「添乗員」の２つの担当を設けた。また、運行チームの住民以外の意見も取り入れるべく、独自に利用者

情報の集計を行い、積極的に地域を巻きこんでいる。 

ただし、人数が多い為、令和 2年度については新型コロナウイルス感染症対策の観点から、代表・副代表によ

る会議後、メンバーへの議事録送付等を実施。 
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2020/8/4 運行チーム 1. 資料説明 

2. 意見交換 

2020/8/5 運行チーム 1. 資料説明 

2. 意見交換 

2020/6/30 運行チーム役員会 1. 資料の説明 

2. クルクルガイドライン（案）の説明 

3. 「運行チームにおけるコロナウィルス対策」の説明 

4. クルクル運行再開について 

 

●GSM 予約受付チーム会議（2021 年 2 月現在 地域住民ボランティア 11 名） 

【出席者】 

河内長野市社会福祉協議会、地域住民 

【内 容】 

実際の予約受付上の課題の洗い出し、解決策や運行ルールを検討し、実践していくための会議。基本的には

PC 操作のできる住民の方が参加しているが、実際に地域住民が自ら予約受付を行うため、ＮＴＴドコモ担当者か

らの説明を受けながら、予約受付のシステム・アプリについての議論を多く行なった。アプリ利用以外にも電話受

付のマニュアルづくりにも取り組んだ。令和2年度は、上記の他、運休および運行再開等に係る利用者への連絡

等も担った。 

 

2020/5/28 第１0 回予約受付チーム 1. 自粛中について（情報交換） 

2. クルクル運行再開について（意見交換） 

2020/6/29 第１１回予約受付チーム 1. 運行再開に向けて（情報共有） 

2. 運行再開のガイドライン（案）について 

2020/7/30 第１２回予約受付チーム 1. 代表者会議の報告 

2. 活動拠点について 

3. 運行再開に向けて 

2020/8/27 第１３回予約受付チーム 1. 前回会議以降の状況説明 

2. 活動拠点について 

3. 再開に関する市の提案について 

2020/9/8 第１４回予約受付チーム 1. 新しい活動拠点について意見交換 

2. 運行再開に向けて 

2020/9/24 第１５回予約受付チーム 1. 再開時の受付体制について 

2. マニュアルの見直しについて 

3. ２台走行シュミレーションについて 

2020/10/9 第１６回予約受付チーム 1. １０/６のシュミレーションについて 

2. シフトについて 

3. 新拠点の整備状況 

4. 活動再開の個別案内について 
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2020/10/29 第１７回予約受付チーム 1. 再開までの準備 

2. 今月の状況について（再開後状況・課題など）  

3. 来月のシフトについて 

2020/11/19 第１８回予約受付チーム 1. 今月の活動状況について 

2. 課題など  

3. 来月のシフトについて 

2020/12/15 第１９回予約受付チーム 1. 今月の活動状況について 

2. 課題など  

3. 来月のシフトについて 

4. 環境省のＰＲ動画について 

2021/1/28 第２０回予約受付チーム 1. 運行休止時の対応（報告） 

2. 現在の活動状況（報告）  

3. 運行再開時のシフトについて 

4. 広報チラシについて 

5. 自動運転チームとの連携について 

 

●GSM 広報チーム会議（2021 年 2 月現在 地域住民ボランティア 11 名） 

【出席者】 

河内長野市、河内長野市社会福祉協議会、地域住民 

【内 容】 

運行にあたっては地域住民の理解と協力が必要不可欠であり、地域の盛り上がりをつくるための地域全体に

対しての広報を考える会議。ポスターやチラシの掲載内容検討・作成・配布手配や設置済み横断幕、のぼり等の

維持管理作成・設置を行なった。さらに、自治会報や地域情報紙への寄稿も行った。実際の予約受付上の課題

の洗い出し、解決策や運行ルールを検討し、実践していくための会議。 

2020/11/21 広報チーム 1. 運行再開の経緯と運行の様子 

2. 南花台だより、広報資料 

3. その他 

2020/12/19 広報チーム 1. パンフレットについて 

2020/12/28 広報チーム 1. パンフレットについて 

2021/2/18 広報チーム 1. パンフレットについて  

2. その他 
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【運行実施体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２)IoT の活用（AI 運行バス） 

①サービスの概要 

AI 運行バスは、複数の乗客が乗り合いながら各停留所を運行する路線バスと、乗車デマンドに応じて配車さ

れるタクシーの両方の特性を MIX させた、いわゆるオンデマンド型の交通システムである。利用者は自分の好

きなタイミングでアプリから予約し、乗車中は乗り合いが発生しつつ最適なルートで目的地まで到着できる。 

また、本システムはＡＩを活用した予約・配車管理を採用しており、運転手の業務の煩雑さを解消できるなど従

来の配車システムにはない特徴を備えている。 

自分の好きなタイミングで、好きな場所から、リーズナブルに乗れるデマンド型交通は、近年国内だけでなく

世界各地でも実証実験が行われているなど、注目の交通サービスである。 

 

代表者会議 

各チームの代表・副
代表、河内長野市、
河内長野市社会福
祉協議会による調
整会議 

 

 

■運行時の予約・問い合わせ受付 
・電話・窓口予約対応、予約情報のシステム入力チラシ等、印刷
物による情報発信 
・その他周知活動 
2021 年 2 月現在 地域住民ボランティア 11 名 
 
■運行時の予約・問い合わせ受付 
・電話・窓口予約対応、予約情報のシステム入力チラシ等、印刷
物による情報発信 
・その他周知活動 
2021 年 2 月現在 地域住民ボランティア 11 名 
 
■運行時のドライバー・補助者 
・モビリティ運転（ドライバー） 
・ルート指示、タブレット操作、乗降者の介添等（補助者） 
2021 年 2 月現在 地域住民ボランティア 37 名 

広報チーム 

予約受付チーム 

運行チーム 
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②ＡＩの活用 

本システムでは、従来の人手を介した受付、配車手配の作業はＡＩが担っている。 

本実証では、実証後に南花台地区の住民が運用に携わり、持続可能なモデルを構築することを念頭に、プロ

のドライバーではない住民が運転業務に集中できる環境づくりや、可能な限り人手を介さずに予約、配車(変更

等)業務が行われることに配意し、ＡＩの機能を活用している。 

予約、配車業務の中で、代表的な３つの業務を記載する。 

① 過去の実証試験の知見や実際の運行データから、継続して改善していくことが可能な AI を活用して、「ど

の車両で」、「どの順番で」迎えに行くのが効率的なのか、予約時に車両の位置、予約状況(進行方向・乗

車人数)を元にリアルタイムに予約を完了させる。 

② 運行スケジュールやドライバーの休憩時間等を考慮して降車が完了するよう、予約管理を行う。現在運行

している車両の運行スケジュール内に収まらない予約については、次の時間帯の車両に自動的に振り替

えるなど、ＡＩがリアルタイムに計算、反映させる。 

③ 急なキャンセルや運行の順番が変わってもＡＩが即座に新ルートとして反映させ、車両側のタブレットに表

示させる。ドライバーや運行管理者は本来の業務に集中することが出来る。 

今年度、システム変更に係る作業を２回実施した。１回目の 2019 年 12/3 受付分では、南花台地区のエリア

内の道路情報（既設交通事業者の路線及び追い越し車線区間）を削除した。 

２回目の 2020 年 1/16 受付分では、ユーザー初期登録項目(男女の別、年齢層及び居住地)について登録を

必須とする設定を行った。1 回目は、ＡＩで利用するデータの削除、追加作業。2 回目は、システム利用状況と乗

客属性の関連付けするための作業である。現時点で、このデータはシステム利用状況の把握にだけ利用して

いるが、将来的にＡＩを利用し属性を考慮した需要予測に利用出来る可能性がある。 

 

（３）環境行動の促進  

①キャンペーンの実施 

【目  的】 

コロナ禍で、不要不急の外出抑制が叫ばれる中、実証事業としての効果を最大限発揮する必要もあることか

ら、本事業の環境面での効果を PR しながら、直接的な利用促進ではないものの事業への関心を喚起すること

を目的としたキャンペーンを実施した。 

【内  容】 

 GSM に関するクイズを実施し、正解者にプレゼントを行う。プレゼントの内容も、本市産出の木材を原料とし

たエコバッグであり、環境面への興味と行動を同時に満たせるものとした。 

【応募はがき】                          【ポスター】 
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（４）周知・宣伝・広報活動  

①チラシでの広報活動 

【目  的】 

地域住民に、全戸配布・回覧・掲示等（各自治会等により方法は異なる）の方法でチラシ等を配布し、コロナ

禍における活動の理解と、運行再開後の利用促進を図った。なお、今年度は地域住民自らによる作成と、より

訴求方法を高めるため専門家も交えてデザインする作成、２種類の制作方法を取った。 

 

【実施内容】  

・第１弾チラシ：運行休止中の情報発信（8/8～） 

・第２弾チラシ：運行再開に関する情報発信（10/2～） 

・第３弾チラシ：コロナ禍の運行に関する注意事項等（12/1～） 

印刷部数：4,000 部（A4） 

制作方法：デザイン等から、すべて広報チームにより実施した 

配   布：南花台地域内全戸配布（一部マンションは棟内掲示）（3,500 部） 

※500 部はその他商業施設や受付拠点での配架とした 

第一弾チラシ 第二弾チラシ 第三弾チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・第４弾チラシ：利用者、運営スタッフに焦点を当てた利用促進（2/25～） 

印刷部数：4,000 部（A4） 

制作方法：地域で活動するデザイナーに、制作のみならず、運営メンバーの意見収集等の時点から参画を

要請し、表現方法などを検討した。また、チラシには実際の利用者にも協力いただき、利用方法

などまで具体的にイメージできるデザインを制作した。 

配   布：南花台地域内全戸配布（一部マンションは棟内掲示）（3,500 部） 
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②地域内の様々な媒体への寄稿 

【目  的】 

チラシ等を読まれない方もおられることから、別で南花台に全戸配布している情報紙、および自治会報等に

も寄稿し、本事業の周知を図った。 

南花台だより（自治会報） コノテラ通信（まちづくり拠点の情報発信媒体 

 

 

 

③令和元年度製作物品による周知活動 

【目  的】 

令和元年度に制作したのぼり、横断幕、動画などを用いて情報発信を行い、グリーンスローモビリティに対す

る理解と協力を促し、地域の盛り上がりにつなげた。 
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④WEB サイト運営 

【目  的】 

WEB サイトを通じたクルクルに関する情報を発信 

【実施内容】 

地域のホームページ「咲っく南花台.com」に作成している専用ページにて、運行状況の発信等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）新型コロナウイルス感染症対策 

①会議開催 

実際の運営におけるスタッフ・利用者の動作確認による運行上のリスク

把握、スタッフの不安等について意見交換を行うことによる、運営上のリ

スク、運営再開に向けた課題等の洗い出しを行った。 

 

②ガイドライン作成 

コロナ禍における、各スタッフの行動の指針となるガイドラインを作成した。 

作成にあたっては、地域住民主体となった移動支援の業態が他にないことから、実務上類似点のある業界

や実際に感染者が報告された業界などのガイドラインを複数参照しながら案を作成し、実現可能性や実際の

動きと照らして修正を加えた。 
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（参照したガイドライン） 

■ゴルフカートを利用する業界 

・新型コロナウイルス感染防止ガイドライン（一般社団法人日本ゴルフ場経営者協会・公益社団法人日本パブリックゴルフ協会） 

■交通に関する業界 

・バスにおける 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン 

・タクシーにおける 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン 

・個人タクシー事業者における 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン 

■不特定多数との接触が多い業界 

・小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症 感染拡大予防ガイドライン 

■感染者が報告され、具体的に対策を講じていることが報じられていた業界 

・ライブホール、ライブハウスにおける 新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン 

・屋形船における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン 

■地域住民による活動等も想定されている業界 

・公民館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン 

③マニュアル作成 

ガイドラインをもとに、各チームで実際の動きと照らし合わせながらマニュアルに落とし込んだ。 

なお、マニュアル作成にあたり、ガイドラインで定めた事項の実施が適当でないと判断された場合などは、随

時変更を行っている。 

 

④利用者向けのルール作り 

利用者・スタッフ双方の安全安心確保のため、利用者側に遵守いただきたい利用ルールを検討した。また、

それに伴って生じるデメリット等も検討し、対応方法も併せて検討した。 

（例） 

・乗車人数制限に伴う待ち時間増加懸念 

→従来の２台交互運行から２台同時運行に変更 

 

⑤環境整備 

上記マニュアルやルールの実運用に向けて、環境面を整備した。 

（実施事項） 

■スタッフ拠点の整備 

・予約受付や引継ぎ等を行うスペースについて、これまで他団体の拠点に間借りの状態であった 

・３蜜状態が避けられなかったため、地域内スーパーの支援により、新たな活動スペースを確保した 

・拠点の整備は地域スタッフにより実施した 

 



２．令和２年度 実証事業の実施状況 

 

■車両への飛沫対策 

・もともと通気性の良い車両であるが、さらなる対策として利用者、スタッフ間での飛沫防止シートを設置 

・シートの設計、作成、取り付けまで、すべて地域スタッフにより実施した 

・地域内事業者の協力により、光触媒による車両抗菌も実施した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■予約システム等の変更 

・利用者の乗車ルールを直接口頭で伝達するため、アプリ予約を停止した 

 

（６）データ収集 

●生活実態調査 

【目  的】 

地域住民の生活実態を調査し分析することにより、生活に機能する運行手法を構築することを目的に実施し

た。 

【実施内容】 

アンケート調査（2021 年 2 月に地域配布） 

実証事業の効果測定に関する生活実態調査・回収・データ整理・分析及び「クルクル」運行に係る利用者意

識調査・分析のために「南花台モビリティ「クルクル」の社会実験と生活に関する調査」を行った。 

アンケート（全 28 問）作成し、南花台住民 1,000 世帯対象にランダムに配布した。設問は昨年度実施分と概

ね同一（一部、昨年度の回答状況や時流等を考慮し変更）とし、経時変化も調査した。 

   



２．令和２年度 実証事業の実施状況 

 

  

 

●利用者調査 

【目  的】 

「クルクル」利用者全員を対象にヒアリング調査を実施し、利用ニーズを分析し、利用促進が図れる運行手

法を構築することを目的に実施した。 

【実施内容】 

利用者ヒアリングシートを作成。令和元年度は利用者全員に対し、乗車毎にアンケートを実施していたが、コ

ロナ禍による感染防止対策上、接触を減らす必要性があることから乗車毎のアンケートは実施しなかった。 

一方、利用者が限定されていたことから、全利用者に対し２月中旬に電話にてヒアリング調査を実施した。 

調査項目は、概ね令和元年度と同一とし、乗車データから読み取れる内容については省略して円滑な実施

を図った。 

 


